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• 2011年、東日本大震災をきっかけに発
足

• 「芸術」と「食」を組み合わせた被災地支
援や、学校・公共施設で開催する子ど
も向けのワークショップが事業の柱

• 現在約60名の登録アーティストが在籍、
音楽・美術・ダンスなどを組み合わせた
ワークショップやコンサートを企画・実施
している



SDGｓの取り組みと評価

• 2021年11月内閣府より子ども・若者育成支
援部門の活動に対して「内閣府特命担当大
臣表彰」を受ける

• 2019年8月かながわSDGｓパートナーに登録

• 2015年11月「かながわ子ども･子育て支援特
別賞」を受賞



「子ども食堂とアート体験」をはじめたキッカケ

• 2019年寿町健康福祉交流センターが開所。
オープニングセレモニーの演奏を担当し、中区
寿町の8割が生活保護受給者という状況を知
る

• 一方で近隣１キロメートル以内に幼保育園や
学童施設が10以上あるが、安全に過ごせる地
域でない

• そこで施設と協力し、子どもたちが憩える事業
を立ち上げた



「子ども食堂とアート体験」とは？

• コロナ禍でも子どもが家族や地域の方たちと共に新しい体
験と楽しい時間を共有できる場を創出。

• 2020年9月スタート。月に一回のペースで開催

• 平日18時から1時間のアート体験後、会場内で食事

• アート体験、食事メニュー共に季節にちなんだテーマを設定

• 受身でなく能動的に芸術感動体験を共有する仕組みを取り
入れる

• 居場所「カドベヤで過ごす火曜日」運営委員会、NPO法人
横浜コミュニティデザイン・ラボが協力



めざす社会的効果

• 「食の支援」と「心の支援」の両立を目指し、SDGｓゴー
ル１“こどもの貧困問題”に取り組む

• どのような状況にある子どもたちでも、上質なアート体
験ができる機会が得られ、人生の選択肢を広げること
ができる

• これまで高齢者が中心の寿町住民に、子どもたちや
20-30歳代のアーティストおよび食堂スタッフ、30-40
歳代の子育て世代といった幅広い年齢層が参加。世
代間の交流が生まれ孤立を防ぐ

• 食堂部スタッフは、引きこもり等社会に生きづらさを感
じる若者が中心となり、社会参加の場ができる



今後の展開と課題

• 地域のことをよく知っている民生委員や支援団体と深く
つながり、連携できる体制を作る

• 継続のために、地元企業と繋がり、この活動に密接に
関わってもらう

• 多くの方にこの活動を知ってもらい、私たちがまだ見え
ていない貧困の子どもたちにも来てもらえるように、支
援の輪を広げる

• 本事業を成功モデルとして、さらに広域への活動展開
を行う

• 参加費無料又は安価で提供の為資金繰りが厳しい

• 広報を担える人材がなく活動認知が十分でない。



連携の希望

参加親子等に向けて、SDGs に取組む活動を

10～15分程説明できる企業・団体との連携。

子どもと保護者に地元企業や団体の取組を

知ってもらい、将来地域を担う人材に！

CSR事業の一環として、活動を社内・団体内で広報して頂き、

寄付募集のご協力を！また当日の会場設置や受付等運営の

ボランティアを募集！

地域を一緒に盛り上げる (^^♪



ご清聴ありがとうございました。

引き続きよろしくお願い申し上げます。

認定NPO法人あっちこっち


